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平成２５年度 訪問看護管理者養成研修フォローアップ研修会 シラバス 

全国訪問看護事業協会では講義毎に学習計画（シラバス）があります。「講義内容」に沿った講義を行い、 

最終的には「到達目標」に到達できるよう設定しております。 

■講義名 ■到達目標 ■講義内容 

①平成 24 年度訪問看護管 

理者養成研修会修了者に

よる実践報告発表 

研修会終了後の成果、課題を整 

理し、今後の事業計画を確認す 

る。 

・研修後の成果・課題の整理・確 

 認 

・修了者による成果および課題の 

発表 

②管理者の意思決定・マネ 

ジメントスキルのケー 

スメソッド 

ステーション管理者のスキルと

して重要な、経営や人事管理、

業務連携、利用者への看護提供

等、様々な場面で求められる意

思決定を具体的なケースを通

して学び、管理者として成長で

きる。 

・当面している課題の分析、論理 

的思考力、意思決定、およびプ

レゼンテーション等を通じて必

要なスキルを学び、実践する。 

③他職種からの学び 

～人材育成・人材管理 

の手法～ 

コミュニケーションや部下の指

導の方法を学び、ステーション

の管理業務に応用できる。 

・人材育成・人材管理の手法 
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上野 桂子(うえの けいこ)先生 略歴 

 

 

 
略歴 
１９７１年     聖隸学園浜松衛生短期大学卒業 
１９７１年 ４月  社会福祉法人聖隷福祉事業団聖隸浜松病院勤務。 
１９８０年 ４月  同病院管理婦長 
１９９１年 ４月  同事業団在宅部門たち上げ 
１９９３年     訪問看護ステーション住吉開設、訪問看護ステーション・介護事業 

所等の立ち上げ等在宅事業に関わる 
１９９４年     社会福祉法人聖隷福祉事業団本部在宅サービス部部長  

２０００年     社会福祉法人聖隷福祉事業団理事・顧問 
２０１２年     社会福祉法人聖隷福祉事業団監事 
 
現在        社会福祉法人聖隷福祉事業団監事 

一般社団法人全国訪問看護事業協会常務理事 
          財団法人日本老人福祉財団評議員 
 
直近の活動歴 
厚生労働省 訪問看護支援事業に係る検討委員や静岡県訪問看護推進協議会、静岡県看護
師需給対策検討委員委員、浜松市中区協議会委員、浜松市介護保険認定審査会委員、等 
静岡県訪問看護ステーション協議会副会長        
聖隷クリストファー大学看護学部・大学院 非常勤講師 
浜松医科大学看護学部非常勤講師、等 
 

賞罰 
平成一七年度秋 叙勲 瑞宝単光章 受章 
社団法人静岡県看護協会長表彰 
公益社団法人日本看護協会長表彰 
 

研究・書籍 
省略 
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高砂 裕子（たかすな ひろこ）先生 略歴 

 

学歴 

１９８２年  京都第一赤十字看護専門学校 卒業 
２００６年  愛媛大学大学院医学系研究科看護学先攻地域・老人看護学修士 

課程修了
 
 

職歴   

１９８２年  京都第一赤十字病院  
１９９０年  株式会社服部メディカル研究所副所長  
１９９４年  一般社団法人横浜市医師会中訪問看護ステーション非常勤看護師 
１９９５年  一般社団法人南区医師協会南区医師会訪問看護ステーション管理者  
１９９９年  一般社団法人南区医師協会居宅介護支援センター管理者兼務 
 
 
 

社会的活動 

２００５年  ＮＰＯ法人神奈川県介護支援専門員協会理事長 
２００９年  ＮＰＯ法人神奈川県介護支援専門員協会顧問 
２００９年  一般社団法人全国訪問看護事業協会理事 
２０１０年  一般社団法人日本ケアマネジメント学会理事 
２０１１年  日本在宅看護学会理事 
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「平成２４年度訪問看護管理者養成研修会修了者による実践報告発表」

グッドライフ訪問看護ステーション大阪

 宮澤 幸子

実践報告発表

発表内容

①地域・ステーションの紹介

 大阪市内（北区・福島区・中央区・都島区）

 グッドライフの紹介（本社東京と大阪支店）

看護部の社員紹介：看護師 10人作業療法士 3人理学療法士 4人
利用者様数 168名 

②研修会に参加した動機・目的

 今のステーションは 4年目であり、その開設から関わっている。それ以前は 4年間
他のステーションでそこも開設時期から関わっていた。手探りで、自己流で知人に

聞きながらでやってきた。弊社の規模拡大も検討しており、組織化とその拡大において

教育受ける必要性を会社も自身も感じたので参加をしました。

また、人に指示したり誘導指導相談対応することが苦手分野であるので、その対処

できるようにする。

③研修会終了後、初めの動機・目的達成したか？ 

 まずは研修受けることで達成はできた。

そこで新しく自分の課題や役割や社員に任せるべきところも見いだせた。

研修会参加したことで、同じ立場の方達と講義受けたことでも継続して（フォロアップ

等で）受けていく必要もあると思った。

④研修会後に行った具体的な行動・ステーションの変化

 早速看護部組織化すすめてます。

 また、リハビリ部の組織化もすすめ、リーダーをつくった。

 スタッフとの人間関係作りや悩みや不満の対応についても上司より自分が変わったと

 言われる事があり。今まで行き詰っていた悩みは解決できてるようである。

（また新たな悩みはあるが）

⑤今直面してる問題や課題

 急な退職者が出た事での軌道修正（看護部体制の編成）

 自分の業務をリーダーや社員への移行

 （社員は業務が増えるという不満増す、訪問以外でのアセスメント能力の求めに対応で

きない、）

 緊急対応の人員不足・負担と待遇のバランス
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～訪問看護管理者養成研修会終了後の成果・課題～

                        平成２５年８月２日（金） 

 株）健康研究所 訪問看護ステーション つばさ
                           今  奈津子

Ⅰ．地域やステーションの紹介

１． 地域の特徴

・陸上、航空自衛隊の基地があり、北海道の中で一番高齢化率の低い市町村である。

・札幌から 100Ｋ以内の距離にあり、札幌の 2次医療圏の中心である。
・町の中心に千歳川が流れており、近隣に千歳空港を擁し、その先には樽前山があり、自然と

  文化の調和がとれている。しかしその反面、災害（地震、火山噴火、河川氾濫、航空事故

  テロなど）のリスクも多く潜んでいる。

・自衛隊職員の動向で人口の変化が影響され、住民同士の関係も濃淡がある。

 ２．ステーションの紹介

   ・平成 17年 8月開設、今年で 8年目のステーション。
   ・千歳リハビリテーション学園が母体となる営利法人の単体の事業所である。

   ・職員は 25年 6月から、看護師常勤 4名、非常勤 1名（常勤換算 4.4人）理学療法士常勤 3名
     作業療法士 1名。合計 9名で訪問を行っている。
   ・ステーションの理念は

 地域で生活する全ての人を対象に、訪問看護、リハビリのサービスを通して地域へ貢献していく

サービスを必要とする方々に対して…

     貢献していきます。

- 9 -



Ⅱ．訪問看護管理者養成研修会（以下、研修会）に参加した動機、目的

１． 研修会参加の動機

（１） 管理者として２年経過しても、確たる目標・考えを持っていず、ただ漠然と仕事を

 行っていたことを整理したいと思った。

（２） 管理者としてスタッフや代表（社長）へ意見を言うことができずにいたことを

 何とかしたいと思った。

（３） 他ステーションの管理者との交流、北海道だけではなくほかの地域の人と交流を図りたい

 と思った。

２． 研修会参加の目的

（１） 管理者としての考え方、行動規範を理解し、実践につなげる。

（２） 自身の中で管理者としての行動を整理する。

（３） 他ステーション管理者との交流で、情報収集・意見交換ができる。

 

Ⅲ．研修会終了後、参加した動機、目的は達成できたか。

  Ⅲ期の研修会を修了して、訪問看護管理者の役割が明確になり現在の自己の立ち位置がわかり

   今後どのように行動しなければいけないかの目標を明確にできた。

   また、異職種との共同事業を行うことの意味と活用、運営方法につてのビジョンが明確となり

   今までステーションになかった、事業所の「ビジョン」「理念」を社長やスタッフとともに考え

   ２５年度の事業計画にもしっかり反映させることができた。

   そして、管理者同士の交流で同じ悩みを抱えていたり、悩んだりしながらしっかり管理遂行している

   仲間と話をすることで、管理者として頑張っていく決意が固まった。

   これらのことから、研修会参加の動機、目的は概ね達成できたと考えている。

 Ⅲ、研修会終了後にステーションで行った具体的な行動。その結果ステーションにどのような変化が

    あったか。

１． 職員定着のためのプログラム再検討。

・毎年 2回（12月、6月）に全スタッフとの面談
・そのほかの時期でもスタッフの様子を見ながら積極的に声をかけ、面談を行う。

・スタッフに合わせた研修、学習会の企画、参加の声かけ。

  スタッフの参加意欲のある研修への参加促進。

・年 1回スタッフ自己評価チェックを実施。（5～6月）
・管理者がステーションで仕事ができるような環境づくり。

       メールやノートの活用

  ⇒その結果

    ・管理者と気軽に話をしてもらえる回数が多くなった。

    ・悩みや今後の成長への意欲が確認でき、効果的な研修へつながった。

    ・一人一人の役割を面談や個人的な話で伝えることにより、自覚を持って指導などの役割を

      行ってもらえるようになった。

    ・管理者としてスタッフを通して利用者が広く見えるようになった。

    ・スタッフが壁を乗り越え、成長していく過程が見えるようになった。
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２． 管理業務遂行のための業務改善。

・訪問者（利用者）の整理。（管理者の訪問を 1日 2～3件へ）
・管理業務の整理。

・目に見える管理業務を行い、スタッフにも役割分担を明確に役割を持ってもらう。

  ⇒その結果

    ・「管理業務とは何をするのか」をスタッフに見せることにより、協力（訪問・調整）

      が得られるようになった。

    ・社長と協力し、コミュニケーションが増えた。

    ・管理者不在時でも、業務が滞りなく進むようになった。（スタッフの不安軽減にも…）

３． 訪問看護を地域に広めるための活動。

・利用者のこと、事業者間のことなど、細かいことでも居宅や病院と細かに連絡を行う。

  必要に応じて積極的に管理者が直接動く。

・25年度、利用者満足度アンケートの簡素化、評価訪問の実施計画、居宅・病院訪問の
  実施を計画。

・市内ステーション 5か所との管理者交流会、情報交換を計画。

  ⇒その結果

    ・電話だけのやり取りではないため、しっかり情報や意見交換できるようになり、お互いの

      理解を深め、相談・依頼件数の増加となった。

    ・アンケートを簡素化することによって利用者からの回収率が増えた。

４． 人員確保と、新人教育プログラムの検討

・ホームページの活用（平成 24年開設）
・訪問看護師をわかってもらうため、訪問看護体験の受け入れ

・教育に関する研修会への参加促進。

・プリセプターの指導、相談体制の整理

  ⇒その結果

    ・25年 5月に看護師 1名、6月に理学療法士 1名の採用。計画に沿ったプログラムで成長中
    ・プリセプターの自覚、役割が明確になった。

    ・そのほか、スタッフの全員で新人を育てようという意識が高まっている。

５． 経営安定のための取り組み

・レセプト業務を主任 2人で実施。（訪問の調整を行う）
・病院との連携強化（医療保険での訪問増加に向けて）

・難病、障害に対する看護、リハビリの勉強会

・質の向上のための学習会、カンファレンスの実施。

- 11 -



  ⇒その結果

    ・経営に対するスタッフの意識変化につながった。

    ・病院との連携（直接 Dr、地域連携室など）に対する苦手意識の改善。
    ・月の目標件数を明確にすることにより、訪問への意識改善ができた。

Ⅴ．現在直面している新たな問題や課題 

（１） 現在直面している新たな問題                         

・職員の仕事に対する慣れ、惰性が見られるようになった。

・リハビリスタッフの教育、情報共有をどのように実施継続していくか。

・訪問看護ステーション間の連携。

・周辺地域への訪問看護の拡大

・小児看護の経験者が少なく、積極的に引き受けられない。

（２） 今後の課題

・リハビリスタッフの育成、定着にどのようにかかわっていくのか。

・訪問看護の質の向上、利用者の拡大により、安定した経営。

・ヒューマンエラー、インシデントの対策に向け意識向上。

・利用地域の拡大。

・訪問の効率化を図るための取り組み。

・小児、精神訪問看護への取り組み。
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5

強
み
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み
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人
意
思
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・
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最
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・
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・
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い

・
本
院
の
職
員
に
訪
看
が
理
解
さ
れ
て
い
な
い

業 務 の プ ロ セ ス ・ 質

・
看
護
師
の
定
着
率
が
良
い

・
精
神
看
護
経
験
者
が
い
る

・
連
携
を
と
り
や
す
い
医
師
が
地
域
に
何
人

か
い
る

・
小
児
が
弱
い
、
経
験
者
が
い
な
い

・
特
徴
が
な
い

・
本
院
と
連
携
が
う
ま
く
い
っ
て
い
な
い

・時
間
的
な
余
裕
が
と
れ
ず
ケ
ア
不
足
に
な
る
の
で

は
？

い
は
ず
。

・
な
で
し
こ
の
存
在
が
良
い
刺
激
と
な
る

・
所
長
が
フ
リ
ー
で
あ
り
新
規
な
ど
の
対

応
が
早
い

質 の 向 上 の 視 点

は
？
・
職
員
数
が
少
な
い

・
緊
急
時
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
が
な
い

・
個
々
の
プ
ラ
ン
を
全
員
で
見
直
し
て
い
な
い

顧 客 の 視 点 （

・
看
取
り
を
し
て
い
る

・
２
４
時
間
体
制
を
と
っ
て
い
る

・

・
日
曜
日
、
祝
日
が
休
み

・
顧
客
の
満
足
度
が
分
か
ら
な
い

・
住
民
、
ケ
ア
マ
ネ
、
医
師
に
訪
看
を
理
解
し
て
も
ら

え
て
い
な
い

・
移
転
後
地
域

で
の
活
動
を
行

な
っ
て
い
な
い

（ 満 足 度 ）
・
毎
月
新
規
相
談
が
５
件
以
上
あ
る

・
計
画
性
が
な
い

・
・
団
地
が
近
く
高
齢
者
世
帯
が
多
い

・
小
児
の
依
頼
が
あ
る

・近
く
に
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
る
。今
後
増
え
る
か
も
。

・
看
護
の
専
門
性
を
高
め
な
け
れ
ば
存
在
が
危
う
い

財 務 の 視 点

（
益
々
ケ
ア
マ
ネ
が
看
護
師
で
な
く
ヘ
ル
パ
ー
を
入
れ

る
）
・
新
規
を
断
る
と
そ
の
１
～
２
ヵ
月
後
依
頼
が
な
く
な

っ
た
。

・
キ
ャ
ン
セ
ル
が
多
い

点 （ 収 益 確 保 ・ 効 率

・
キ
ャ
ン
セ
ル
が
多
い

・
ヘ
ル
パ
ー
が
一
部
医
療
行
為
を
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
。
・
少
人
数
な
の
で
新
規
が
受
け
ら
れ
な
い
事
が
あ
る

・
な
で
し
こ
と
訪
問
範
囲
が
重
な
り
ス
タ
ッ
フ
の
多
い

率 化 ）
な
で
し
こ
が
有
利

6
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部
署

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
さ
わ
や
か

戦
略
目
標

成
果
・
尺
度

目
標
値

実
施
項
目

期
限

担
当

業 務
1

.訪
問
移
動
の
効
率
ア
ッ

プ
同
一
エ
リ

内
外

同
一
エ
リ

外
・
マ
ッ
ピ
ン
グ
を
行
な
っ
た
後
、

利
者

分
行

Ｈ
２
６
．
３

務 プ ロ セ ス ・ 質 の 向 上

プ
ア
内
・
外
の

移
動
件
数

ア
外
へ
の

移
動
件
数

が
減
少
す

る

利
用
者
の
エ
リ
ア
分
け
を
行
い

訪
問
配
置
の
整
備
す
る

上
2

.記
録
用
紙
見
直
し

記
録
用
紙

作
成

～
5
月
作
成

6
月
～
使
用

9
月
評
価
・

見
直
し

・
記
録
用
紙
の
見
直
し
、
作
成

Ｈ
２
６
．
３

顧 客
1

.紹
介
元
の
病
院
へ
情
報

の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク

割
合

9
割
以
上

・
退
院
後

1
週
間
以
内
に
連
絡
票

を
郵
送
す
る

Ｈ
２
６
．
３

客 の 視 点 ・ 満 足 向 上

の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク

2
.他
病
院
の
地
域
連
携
室

と
の
連
携
強
化

営
業

計
画
し
た

病
院
全
て

を
郵
送
す
る

・
病
院
を
訪
問
し
顔
を
合
わ
せ
挨

拶
に
回
る
（
県
立
奈
良
病
院
・

市
立
奈
良
病
院
・
白
庭
病
院
・

東
生
駒
病
院

高
の
原
中
央
病

Ｈ
２
６
．
３

東
生
駒
病
院
・
高
の
原
中
央
病

院
）

学 習
1

.研
修
へ
の
参
加

院
外
研
修

1
上

参
加
達
成

・
研
修
計
画
立
案
、
参
加

Ｈ
２
６
．
３

全
員

習 と 成 長 ・ 教 育

2
.ケ
ー
ス
カ
ン
フ
ァ
レ
ン

ス
を
行
な
う

回
以
上

カ
ン
フ
ァ

レ
ン
ス
の

開
催

月
1
回
開
催

・
月

1
回
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
を
開

催
す
る

Ｈ
２
６
．
３

財 務
1

.労
働
生
産
性
ア
ッ
プ

平
均
単
価

利
用
者
数

円 以
上

人

・
30
分
訪
問
を
介
護
保
険
で
の

全
訪
問
の

2
0％
以
内
に
な
る

・
キ
ャ
ン
セ
ル
は
振
り
替
え
す

る

Ｈ
２
６
．
３

訪
問
件
数

4
～

7
月

件 8
～

3
月

件

・
新
規
依
頼
を
断
ら
な
い

・
月
ご
と
の
訪
問
件
数
等
を
毎

月
ス
タ
ッ
フ
全
員
で
把
握
し

分
析
す
る

分
析
す
る

8
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      訪問看護管理者養成研修フォローアップ研修会 発表資料

                          スギ訪問看護ステーション林寺

                                   酒井 智子

①地域やステーションの紹介

今年 6 月に日本一高いビル「あべのハルカス」が建ち、商業施設周辺は買い物客でにぎ
わっているが、奥に入ると下町情緒いっぱいの人情味豊かで、いわゆる「大阪のおばちゃ

ん」と言われる世話好きな人が多いのが特徴。隣接する西成区は生活保護率の高さ、高齢

化率など統計的に目立つ数値で話題にされる事が多く、区全体が否定的な印象でとらわれ

る傾向があり、あいりん地域やその周辺においては依然覚せい剤や薬物犯罪が多く生じて

おり訪問地域には大きな格差がある。

当ステーションはスギ薬局が地域への社会貢献を目的に設立された１号店で、現在看護

師９名・セラピスト４名・事務員３名の大型ステーションとなり利用者は１３０名を越し、

医療依存度の高い利用者が４割程度と多いのが特徴。

②訪問看護管理者研修会に参加した動機、目的

管理者になり無我夢中で日々の業務をこなしてきたが、自分自身を振り返る機会を得て

管理者に必要な知識の確認とスキルアップ、また人材育成の方法を学びたいと思い参加し

た。

③研修会終了後の目的達成はできたか

  目標を達成できたかどうかは、これからの自分自身の実績やスタッフの成長をみなけ

れば達成度はわからないが、今はまだ達成できていないと思う。しかし、自分自身のモチ

ベーションが上がった事で、それがスタッフにも影響し個々が自己研鑚に励む姿は人材育

成という面では達成できつつあるのかもしれない。

④研修会終了後にステーションでとった具体的な行動、結果ステーションにどのような変

化があったか

  終了後すぐにＳＷＯＴクロス分析を実施しスタッフ全員が自己分析を行い課題を見つ

けるようにした。またスタッフそれぞれに役割を与え、看護ケアだけではなく責任をもつ

仕事を与えた。その結果、職場の雰囲気も変わり「やらされている」のではなく「自らや

る」環境にかわったように思う。外部研修への積極的な参加もあり、モチベーションの向

上にもつながっている。

- 21 -



⑥現在直面している新たな問題や課題

  利用者数の増加に伴いスタッフ数も増えたが、さらに新規依頼も多いためスタッフ不

足が常に生じてしまっている。また、スタッフが増えると質の統一が図りにくくケアサー

ビスにも差が出てくる。

  病院との連携は数年前に比べると、かなり取りやすくなっているが、まだまだ在宅医

療についての認知度が低く退院時期を逃してしまうケースが多い。

  ケアマネージャーの医療に対する認知度が低く在宅療養者も、状態が悪くなってから

の介入がかなり多い。福祉系ケアマネージャーやヘルパーへの教育を充実させ、適切な時

期に、適切な医療をうける事が出来るように在宅でのコーディネートをしていく必要があ

り今後の大きな課題と考える。
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訪問看護管理者養成研修フォローアップ研修会

            訪問看護リハビリステーションくらよし

                   石井 佳代子

１、ステーション紹介
 訪問看護リハビリステーションくらよしは、鳥取県倉吉市にあり、鳥取県
 の中部を活動エリアとしています。平成２４年度４月より病院より訪問して
 たＰＴ３名も訪問看護ステーションでの活動となり、平成２５年３月現在で
 看護師７名(週２回のみ１名含む)・ＰＴ３名での活動となりました。
 母体となる病院内に緩和ケア病棟、自らケアマネジャーの資格をもち地域で
 も様々な活動をしている神経内科の医師もいることから癌ターミナル、神経
難病の利用者が多く２４時間を支えています。

２、研修会参加の動機・目的
 前任の管理者の体調の問題により、病棟で勤務していた私に急に訪問看護へ
の辞令がありました。訪問看護の経験はまったくなく、研修も受けたことが
ない状態でしたが断る間もなく１カ月後に訪問看護師としてスタートしまし
た。介護保険の名前を知っているが詳細は分からず、わからないことが分か
らない状態。スタッフも期間限定のなんとかお願いしてのメンバー。そんな
中でいきなりの管理者となってしまい、不安の中でのスタート。とにかく勉
強しなければという想いで前年の新人管理者研修に引き続き、このたびの研
修に参加しました。

３、研修後の取り組み
 就任当時は管理者の体調の問題もあり、新規の利用者の受け入れの制限、医
療度高い利用者を他のステーションに願いしたりでの調整がなされていまし
た。当然、赤字の状態でした。とにかく顔のみえる関係づくり、訪問看護師
としての役割の見直しを図り、業務の無理、無駄の整理を行い、利用者の増
加を図り増収となりました。看護職として経験が長いスタッフの退職後、子
供が幼く、病棟の夜勤業務ができないと申し出ている若い看護師の配属、体
調の問題あり病棟の業務が難しいスタッフの配属が続きました。また、上部
 だけの話し合いで訪問リハビリが訪問看護と一緒になるという話しが決定事
項として報告があり、又、複合型サービスの取り組みの検討の提示もあり、

- 35 -



ステーションとしての体制づくりが課題となりました。スタッフの人数が増
えたことから医療度の高い利用者の依頼がありましたが、若いスタッフから
時間内に帰れない。休みが取りにくい。ターミナル期の利用者、家族の対応
が難しいとの声が続きました。
 まず、業務改善。１日１人の訪問件数４人とする。受け持ち制とし担当者
 会議にも参加する。主治医、ケアマネ等の連携調整。土日、祝日は半日また
は日勤扱いとし代休を平日にとれるようにする。有休の活用。月１回の運営
会議の開催を行い、今月の訪問件数、加算の状況など実績の報告。スタッフ
から検討したいことなどの自由提議に自分たちのやっていることがどう経営
に反映されているのか明確になりました。
 ＳＷＯＴ分析により年間計画の見直し。役割分担をしたことで、自分から自
分の役割を実行する動きがみられるようになりました。
 しかし、スタッフの妊娠、子供の病気による休暇、その他の理由で急な休暇
もあり、日々の業務をこなすのが大変で、スタッフの業務の見直しをしてき
ましたが、管理者である、私自身はスタッフの休みに伴う業務の調整等によ
り休暇がとらなかった現状があり、まだまだ問題は整理の必要が続きます。

４、今後の課題
 私自身、６月に病棟への移動の辞令があり、現在、緩和ケア病棟にて勤務し
ています。ステーション内、外部との関係性づくりにはかなり意識的に行動
 してきましたが、いろんなことで決定事項として伝えてくる上司の考え方に
 同調できず、反発的な態度をとっていたかもしれません。組織の中の位置づ
けとしてステーション運営を客観的なデータをもとに話し合うべきであった
と反省しています。また、管理者の交代と同時に２４時間の対応の中止をす
るとの方向性がありました。他のステーションも規模の縮小を行っているな
かでの決定。ある医師から「在宅難民が増えるね」と言われました。現場を
去る者としてとても複雑な想いでした。利用者家族からも厳しい言葉をいた
だきました。
 訪問看護を通して、看護の原点に戻れたこと、看護師としてだけでなく、一
人の人間として利用者、家族から多くの学びをさせていただきました。今後、
起業を含め在宅での生活を支える看護の実践ができればと考えています。
 この管理者研修に参加でき、全国からあつまった仲間から元気をいただいた
こと、孤独感が緩和できたことはこれからの私にとってとても大きな力にな
ります。ありがとうございました。
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 1

尼崎医療生活協同組合

訪問看護ステーションわかば

渡邉さとみ

 
訪問看護管理者養成研修フォローアップ研修会（2013 年 8 月 2 日 3 日） 資料 
 
① 地域やステーションの紹介 
訪問看護ステーションわかば 
・尼崎市の北西部、伊丹市に近い位置し、1998 年（平成 10 年）に事業開
始。現在、訪問看護事業・居宅支援事業を運営。看護師 8 名(常勤 7 名、
ｹｱﾏﾈｰｼﾞｬｰ 3 名、事務 1名)。 
・利用者 約 90 名、訪問件数 480～550 件/月、法人内事業所 3 か所以
外に約２０ヶ所の開業医、病院から指示。 
・法人 尼崎医療生活協同組合としては、他に市の西部に 2 ヶ所、東部
に 2 ヶ所のステーション、市内に往診中心の在宅支援診療所ふくめ、８
ヶ所の診療所、２ヶ所の歯科診療所、病院、老人保健施設、関連の社会
福祉法人、レンタル事業中心の有限会社のネットワークを持つ。 
 
＊尼崎市・・・大阪湾に面し、兵庫県の南東部に位置し、JR・阪神・阪
急の 3つの路線が通り、大阪、難波、神戸に 1時間内の距離。人口 45 万
弱、昭和45年をピークに徐々に人口減少が続いている。高齢化率約23％。 
 

② 研修会に参加した動機、目的 
2003 年から、居宅支援事業管理者として副所長、2007 年から、訪問看護
管理者として所長を担っていきたが、2011 年 9 月に法人内の病院への体
制補充に伴い5か所のステーションの統括所長を兼務することとなった。
それまでは、1ステーションの管理者として、管理業務と訪問業務をこな
し 4 年目を迎え、質の向上、職員の育成に力を入れるべき感じていたこ
とと、それに加え、法人のステーション群の運営管理、法人全体の人材
育成を考える立場となり、管理能力の習得が必要と考えたため、参加。 
 

③ 研修会終了後、参加した動機、目的は達成できたか 
実際に、具体的に行えるようになったかどうかは自信がないが、今まで
行ってきたことの確認と、管理者が行うべき事、また持つべき姿勢が自
分の中で整理でき、心構え、自信につながった。 
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 2

④ 研修会終了後にステーションで行った具体的な行動、その結果ステーシ
ョンにどのような変化が起こったか 
・スタッフに、日々の訪問業務以外に業務を担うように業務整理を行っ
た。（災害、感染予防のマニュアル作成の分担、退院調整カンファレンス・
担当者会議等の担当者での参加、新規利用者のカンファレンス、初回訪
問、契約時訪問の同行等→中堅職員のリーダーシップ、指導力の発揮、 
業務への責任感の芽生え、お互いに協力する雰囲気等スタッフそれぞれ
が自立して仕事を行う姿勢が見えてきている。 
・ステーション主任会議の運営を、それまでの情報共有、学習の場から、
結果が見えるような会議運営に変更（自らが必要と思われる業務改善を
次年度までに行うよう目標設定し、所長会議と情報共有し、進捗状況を
把握、必要に応じて運営に関わっている。→スタッフの意見を聞きなが
ら、職場運営を行う必要性、難しさを実際に感じ、本当の意味のリーダ
ーシップ、主任の役割を学んでいる。管理者も同様である。 
 

⑤ 現在、直面している新たな問題や課題 
・ 地域の状況、各ステーションの状況を踏まえて、長期的な展開を見据
えた検討が必要となっている。 

（問題として、在宅総合支援センターへの移転予定、ステーションの移
転の必要性、法人事業所の不在地域の訪問対応等々） 
・ ステーションのみでなく、法人全体でのスタッフ配置、管理者配置
の変更が現在、必要。今まで、計画的な人材育成、配置が困難であって、
変更せざるおえない状況が発生している。 

   ・ ステーションでのＰＴ配置、リハビリの事業展開の検討と、実施。そ
のための他部門との調整。 
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訪問看護管理者養成講習会を終了して     西宮市社会福祉事業団

                      西宮市安井訪問看護センター

                      久田 玲子

（ステーションの概要）

阪神間の都市部で市の人口約４８.５万人 
市内にステーションは３５か所

２１年前の制度発足時からある訪問看護ステーション

現在は５ステーション  ５か所のスタッフは６７人、事務員７人

安井看護は平成２３年に開設 

常勤ＮＳ３人、常勤セラピスト１人、非常勤ＮＳ６人、非常勤セラピスト１人

事務員１人

利用者数 約１４０人  １か月あたりの訪問件数 約７００件

① 管理者養成講習会に参加した動機、目的

管理者に求められていることがわからない

管理者としてどう運営していけばよいのか、わからない

上司よりのプレッシャー→こうあるべき！！

  →自分は管理者でよいのか？

今後、何をしていけばよいのか考え、動くことができるようになりたい、と思い参加

② 達成できたか？ 

 自分ではよくわからないが上司より「かわったよ」「よくなった」との言葉

 そこで考えてみると・・・

  スタッフとして考えるのではなく、「管理者として」の意識ができた

  ステーションをこうしたい、スタッフを育てたい、という思いができた

    訪問回数や売り上げを増やすことだけでなく、地域やケアマネに看護を理解して

もらうことを考えられるようになった。

③ 一人でしたと言い切れませんが・・・

１．自己評価方法の変更→ＯＪＴシートを活用

 まだ１年目なので効果がわからないですが、振り返りができ目標が明らかに

 なった。

２．新人採用時マニュアルの作成

 今まで、各センターがまちまちのオリエンテーションを行っていた。５か所

 で統一したマニュアルを使用できるように委員会で作成を開始。
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３．会議での意識

 上司３人の話すことをただ聞くだけではなく、考えたことを伝えていくことが

 できるようになった。 

４．地域での活動

ネットワーク西宮（市内３１ステーション）での会計を担当

「メディカルケアネット西宮」の研修会の準備委員になり事例検討会の運営を

行う。多職種と関わり、お互いの役割を理解しチームとして機能する、ことを

考えるようになった。

５．センター内の環境整備

伝言ノートを作成し、電話連絡をスムーズにした

パソコンや電話などを増やし業務しやすくした。

④ 新たな課題

・社会福祉法人の中の１部門であり、やりたいことを訪問看護事業だけでは決められない。

・「利益をだす」ことが目標にならないため“大きくする”だけではいけない。各自が

やりがいを持ち、働き続けることができる職場にすることが課題。

・看取りのできる在宅医との関係を大切に。スタッフが自分の受け持ち利用者を

最後まで担当し、看取ることができるようにサポートしていく。

・管理者としてモチベーションを持ち、続けられるように

⑤ できたことよりも、「今から取り組みたい」「している途中」ということばかり

でした。“ゆっくりでも継続する”ことを大切に、これからも管理者の役割を

はたしていきます。
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平成 25 年度「訪問看護管理者養成研修フォローアップ研修会」 

                  実践報告 

 

                       メディケアシステム訪問看護・リハビリセンター東灘 

                                       岩瀬紀子 

 

①地域やステーションの紹介 

  神戸市東灘区は人口 150 万人で南北に長い地形で、海あり山ありの地域です。平成 7年の震災では 

  被害も大きく、今では復興住宅に一人暮らしをされている高齢者が多い地域です。今年の 5月現在で 

  要介護者が 9186 名おられ、要支援者が 3700 人と多い状況です。 

その中で訪問看護ステーションが１２ヶ所あり看護師は何とか足りている状況ですが、リハビリはか

なり足りない状況にあり、ケアマネさんも探すのに苦労されており他地域に依頼されている状況です。 

地域のケアマネ連絡会でもスタッフの不足が問題になっており、検討課題としてアンケートをとり 

状況改善に取り組んで行こうとしております。 

 

②訪問看護管理者養成研修会に参加した動機、目的 

  私自身、ケアマネ経験は長いですが訪問看護経験は浅く、制度的に解らない事や管理者として知らな   

  い事が多く知識を深めたいと思った事が一つ。また、管理者としてスタッフをどうまとめ、モチベー 

ションを上げていったらいいのか悩む所がありました。経営は会社が行い、金銭的にはあまり考えた 

事はなかったのですが、自分の給与を考えた際に管理者として売り上げにもついても徐々に興味が出 

てきた事も一つあります。 

 

③動機、目的は達成できたか 

  制度的な事や知らなければならない事については、研修や管理者の皆様とのコミュニケーションにて 

  いろいろと情報を得る事ができました。また、研修以降は自ら本を見たり近隣の管理者さんに聞いた 

  りと、人に聞くという今まで出来ていなかった事が少し出来ているように思います。 

  スタッフへの対応については、なかなか難しく目に見える成果というのは感じれてはいませんが、伝

え忘れの改善や情報収集には努めております。収益については、会社からの収支報告が少し理解でき

ているかなと思いますが、まだ充分でなくもう少し勉強していきたいと思っております。 

 

④研修終了後に行った具体的な行動及び変化 

  今のところ、日々の業務に追われ、なかなか実行できていないのが現状です。 

事業所内で定期的に会議を開こうとしましたが、パートスタッフが多くなかなか時間が取れず会議は

断念しました。ケース単位での賃金で動いているスタッフを無償で拘束するのは難しいですね。 

  とりあえず、連絡ノートを置いて何でも書くようにしました。1ついい事は連絡ミスや伝え忘れ、 

  思い違いが減ったように思います。また、管理者以外のスタッフも目を通すので、スタッフ同士での

問題解決やアドバイスの為の会話が増えているように思います。今までは管理者がという考えがあり

ましたが、スタッフ同士での成長が期待できるのではと思っております。 

  スタッフのモチベーションについては、なかなか維持改善は難しく介護保険の基本に立ち戻りケアマ

ネからの居宅サービス計画の見直しを始めております。看護もそうですが特にリハビリについては筋

力低下の改善などの漠然とした看護目標になりがちで、利用者もスタッフもいつも通り訪問し、いつ
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もと同じ内容でケアを行う事が多く、それが必要な方もおられますがマンネリになりがちです。居宅

サービス計画の短期目標を見直し、その方が何を望んでおられどうなりたいのかを見直すことで、達

成しやすい目標を立て、それに向って利用者と意思確認をしながらアプローチして行くことで、目標

が達成した際に、利用者・スタッフ伴に達成感が得られモチベーションに繋がると考えました。管理

者としては、スタッフの計画を確認し、出来るだけわかりやすく実行しやすい目標になるように声か

けをしました。スタッフ一同そんな細かい事までと、戸惑っておりますが嫌がられながらも、突き詰

めております。毎日の自主トレにシールを貼ってもらうような事を提案したり、歩く歩数や距離を測

らせたりと面倒くさがられてもいますが、玄関まで歩くという目標が達成できたとスタッフに笑顔が

見られる事もありました。今後も嫌がられながらも少しづつでも声掛けを続けていこうと思っており

ます。 

 

⑤現在直面している新たな問題や課題 

現在のステーションとしての問題は、利用者について問題があったとしても、それをスタッフが問題

として認識できていない場合がある事や、やる気のない利用者に対してどうアプローチして行くか。 

また、訪問時間の超過や訪問ルートの調整困難など細かい問題が多くあります。 

今後こうした問題もスタッフとのコミュニケーションを通して情報収集しながら、またケアマネさん

との顔の見える関係作りを心がけ解決していきたいと思っております。 

 

尚、今回この管理者養成研修を経て、自分のステップアップを行う事が出来ました。それは、会社の

方針と会わず納得できないままステーション管理をしていた所があり、この度今年の 10 月に新規事

業所を立ち上げる事となりました。この研修で学んだ事を大切に、地域に貢献できる事業所になれる

ように、頑張っていきたいと思っております。ここにご報告いたします。 

 

                                ご清聴有難うございました。 

- 44 -



1
2

3
4

- 45 -



5
6

7
8

- 46 -



9

�
3

e
v

�
�
�

10

â
ã

e
n

ª
�

11

â
ã

e
n

ª
*

12

- 47 -



13

- 48 -



�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
 
!
"
#

1

�
�
�
�
$
%
&
'
(
)
*

+
,
-
.

1

2

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
/

�
�
�
�
�
0
1
�
2
3
4
5
5
5

�
�
�
6
7

�
�
�
6
7

8
9
:
;
<
5
5
5

=
>
=
?
@
�
�
A
B

=
>
=
�
?
@
�
�
�
A
C
B
D
5
5
5

�
�
E
$
%
&
'
(
)
�
F
G
:
H
I
0
J
5
5
5

�
�
�
�
K
�
�
�
L
E
6
0
M
N
�
�
�
�
�
�
�
1
O
P

Q
R
S
J

Q
R
S
J

3

T
M
�
U
V
W
X
Y
�
S
Z

[
E
\

]
^
�
_
P
`
U
�
�
�
J
C
a
�
6
5
5
5

]
^
�
_
P
N
`
U
�
�
�
J
C
a
�
6

�
�
�
�
�
�

�
�
�
b
c

d
e

f
g
V

?
h
Y
i
0
J

d
e

?
h
Y
i
0
J

j
k
l
&
'
(
)

k m
n
o
p

4

- 49 -



q
r
�
6
5
5
5

Y
s
6

�
�
�
�
�
t
8
u
v
t
/w
Y
E
x
y
A

z
�

�
�
5
{
|
5
}
~
5
�
'
$
%
�
�
P
�
�
6
�
�
E

z
�

�
�
5
{
|
5
}
~
5
�
'
$
%
�
�
P
�
�
6
�
�
E

�
R
�
I
N
�
P
�
1
�
�
O
I
C

�
$
%
&
'
(
)
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

U
�
�
�
5
U
�
�
�
V
�
�
�
�
�



�
�
J
a
�
�
�
�
5
j
k
l
&
'
(
)
m
n
o
V
�
�
E
�
 

5
W

}
~

5
W

}
~

5
¡
¢
�
�

£
¤
¥
¦

§
¨
©

5
£
¤
¥
¦
ª
v
§
&
¨
)
©
/

5
«
¬
�

�
®

5

¯
�
�
F
°
�
1
�
J
C
U
5
±
²
O
1
�
J
C
U

°
�
1
�
J
C
U

°
�
1
�
J
C
U

$
³
n
´
µ
¶
�
D
·
�
¸
�
¹
P
�
º
�
»
¼
�
[
�
N

½
¾
¿
À
V
Á
�
�

©
�
Â
Ã
C

½
¾
¿
À
V
Á
�
�
N
'
&
©
�
Â
Ã
C

⇒
�
Ä
S
Å
:
Æ
1
�
J
C
�
�
b
c
O
y
Ç
J
�
�

V
È
É
�
�
\
y
@

±
²
O
1
�
J
C
U

Ç
Ê
0
Ë
�
Ì
Í
5
Î
�
0
h
�
º
�
V
$
³
n
´
�
¬
E

Ï
£
�
N
Ð
y
�
0
P
S
J
$
%
&
'
(
)
6
Ñ
O
e
Ò
S
J

Ï
£
N
Ð
y
�
0
P

6
Ñ
e

⇒
Ó
&
o
)
�
A
C
U
/
�
Ô
Õ
5
Ö
×
Ø
V
Ù
�
Ú
1

�
J
0
J

6
�
J
0
J

- 50 -



平成 25年度｢訪問看護管理者要請研修フォローアップ研修会｣
      ｢実践報告｣

                                 さくらみち神戸

                                  横山 由紀子 

1、神戸市は人口約 154 万人の山と海に囲まれた住居環境としてはとても住みやすい所で
す。神戸市の中央区にあるアスカケアライフです。約 100年前に中央区は日本有数の国
際貿易港として栄え、現在は外国・外資系企業や外国人学校が多く国際性豊かで利用者

さんの中にも外国人は時々いらっしゃいます。看護師は常勤非常勤合わせて 18 人の職
員数です。会社としては、その他居宅介護支援・通所介護・訪問介護・障害者自立支援

介護をしております。

7月より違う事業所に就職し、同じ神戸市内の灘区にあります｢さくらみち神戸｣の管理
者として働いています。

会社の特徴としては、ご利用者の 8割が自立支援医療による精神の訪問看護で、特にア
ルコール依存症の方が多いです。介護・医療保険の訪問看護の経験がメインだった為、

すべてが新鮮で日々勉強させてもらっています。

2、看護師になってから役職や学生指導等の教育係りを頼まれる度に退職してしまい、責任
重大な事を任されそうになるといつも逃げていました。訪問看護に携わるようになって

から間もなく管理者が退職し急に管理者を任されました。ただでさえ訪問看護がどうい

うものなのかも理解できていない状態の中で、何が分からないかも分からないまま何と

なく管理者を辛うじてさせてもらっていました。いつも何かから逃げてばかりいたのと、

どうせ管理者をするなら自信をもってやっていきたいと思い参加させて頂きました。

3、参加した動機である、管理者というものから逃げずに少しずつではありますが、研修で
得た知識や学びを実践していき、上手くいかない事もありますがそれは次の課題とし、

上手くいった事は自信に繋がっています。研修前よりは根拠をもって少しずつ行動が出

来るようになっている事と目標や目的を先に考える事が少しずつ習慣化されつつあり

ます。総合的に判断すると、まだ発展途上です。

4、 (会社内での役職者の呼び方)
職員同士の呼び方が管理職に対しても、さん付けで呼んでいました。近々、サテライ

トを作る予定もありましたし、アットホームな職場でしたが、緊張感がなくなってき

ており慣れ合いになり過ぎてきていた為、役職名で呼ぶ事を研修の後会社に提案しま
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した。会社側が了承し、次は社内で徹底していく為に毎週月曜行っているミィーティ

ングで何故役職名で呼ぶ意味があるのかを説明し、職員も了承し、どのような役職名

で呼ぶかも話し合い決定しました。

しかし、私を含め１部の職員のみが役職名で呼び全く浸透せず、現在に至ります。

会社側の意識は低く、会社を変えていきたいという管理者の思いと会社側の想いとの温

度差は感じました。

(管理者が 1スタッフにならず、管理業務をする)
１スタッフとして訪問ばかりし、ろくに管理者業務が出来ず悶々とした日々を過ごし

ていましたが職員数の増加と安定により、ここ最近は管理者としての時間が増えまし

た。また管理者研修の後に、管理者としての時間が増え管理業務ができる事で職員が

働きやすくなり、他のステーションは人員不足で管理者が１スタッフとして訪問ばか

りせざるを得ない状況の中、私は管理業務と役員業務をさせてもらえる時間が増え感

謝している旨を所長へ伝えました。職員の中には、私はこんなに訪問件数多くてしん

どい思いしているのに、管理者は訪問件数が少なくて事務所にいてずるい、と陰で言

う者もいました。今までの自分なら、職員がそう言うのであれば、自分ももっと訪問

にまわって職員を楽にさせないといけないと、浅はかな考えでまた 1 スタッフに戻っ
ていたかもしれません。管理者としての本当の役割というものを研修で学んだのでぶ

れなかったと思います。

走り回っていた頃に比べ、事務所にいる時間が増えた為、職員との情報交換がメール

や書面で終わらせていたのが、対面してリアルタイムに話せるようになりパート職員

からは、訪問から戻ってもいつも事務所に常勤がいなくて、メールや電話で言うほど

の内容じゃないけど会えたら話したいと思う事がたくさんあるのに、今まで言えず不

安だった。でも今は、気持ち的に楽になったと言う意見が多数ありました。

疎かになっていた業務改善を少しずつし、無駄な事は省き簡素化を図りました。そう

する事で職員のストレスが軽減しご利用者に対し、より思いやりをもって接せられ、

よりよい看護が提供できつつあると思います。

訪問を詰め込んでいないので、職員の急な休みに対しても対応し易くなりましたし、

ご利用者の急変や緊急時の訪問に他のご利用者にご迷惑をかけずに早急に対応できる

ようになりました。

(金の血を流したい)
以前、売上表(収益)はみていましたが、ここ約４年は売上表さえ見せてもらえず研修に
行かせてもらったのを口実に損益計算書の見方も教えていただいたので、学びを生か
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して管理者としてきちんと経営状況を把握しておきたいと申し出ましたが、遠まわし

に断られました。自分の分かる範囲での収支は出してみて、削れそうな経費は削減し、

給料交渉もしました。

7月から就職した所は、管理者交代に伴い会社を一新させたいと社長が言われ、経営に
関してもどんどん関わってやっていって欲しいと言われており、会社の売上げを上げ

つつ、職員へも還元しモチベーションを上げ良い看護の提供につながっていけば良い

なと思っています。

(お母さんが 3人いた、姉さんが１人もいなかった)
職員の中に、精神的に弱く感情の浮き沈みが激しい者がおり、当日突然休む事もあり

ました。(以下 H 看護師とします)ミスしたり考え方が偏りすぎている時は指導します
が、H 看護師は精神的に弱いので言葉を選びながら優しく指導するのですが、顔はひ

きつり泣きそうな顔になり、怒られたと言います。厳しく言ったら辞めてしまうかも

と思いながら、どのような接し方をして良いのか悩んでいました。所長と管理者とベ

テラン職員と H看護師の 4人で、時間をかけ話し合いをしましたが、その後はしばら
く落ち着いているのですが、また同じ繰り返しです。研修で学んでいる時にふと、思

い返すと H看護師に変な気を使いすぎて、所長・管理者・ベテラン職員が 3人とも京
都花街の世界で言う「お母さん」に徹してしまっており「姉さん」の存在が 1 人もい
ないと思いました。研修後にお母さん、姉さんの役割を説明し所長とベテラン職員に

お母さん役をしてもらい、管理者が姉さん役をしました。H 看護師の素直な性格が手

伝って、負の感情は管理者に向いてしまい消えませんでしたが、功を奏しました。正

直こんなに上手くいくとは思いませんでした。休む事は殆どなくなり、感情の浮き沈

みはあるものの間隔が長くはなってきました。会社側は管理者が人材教育していくも

のであるという考えで、自分自身もそう思い込んでいた為、1人で何とかしなければと
もがいていました。皆で育てても良いんだと知ってから肩の力が抜け、本当にしたか

った内容の教育ができ、後はその他の職員がフォローしてくれとても楽でした。

5、7 月からは自立支援医療による精神の訪問看護をしていまして、病院でのアルコール依
存症の方の看護はした事あるのですが、在宅では殆どなく、1から勉強し心機一転頑張
ろうと思っています。

  管理者だけが辞める予定でその後任として私が行ったのですが、就職日の朝に職員 6
人共辞表を社長に渡し 7 月をもって退職する事になってしまい、どうやって現場(ご利
用者)を守っていくのか不安でいっぱいです。就職して早々、衝撃的な事実を突きつけ
られ職員集めから始まるとは思いもしませんでした。

  傾きかけていたステーションだった為、思考を変えて 0 からのスタートで良い訪問看
護ステーションを作り上げていこうと思います。
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澤 和清(さわ かずきよ)先生 略歴 

 

略歴 

日本福祉大学卒業（福祉経営学部医療・福祉マネジメント学科） 
 
１９７０年～２００９年 滋賀県職員 
（１９８８年       県立病院係長） 
（２０００年～２００４年 政策研修センター人材育成課長）  
 （２００４年～２００６年 東近江地域振興局地域健康福祉部副部長） 
 （２００６年～２００８年 滋賀県社会福祉協議会事務局長） 
 （２００８年～２００９年 医療政策室長） 
 
 

現職 

１）夢空間・医療福祉研究所所長 
豊富な行政経験（医療政策・福祉政策）と医療福祉マネジメント研究活動を活かした医 
療経営コンサルティング 

 
２）さわ社会福祉士共同事務所“ほっと”代表 

ぱあとなあ滋賀の会員として成年後見などの生活相談援助 
 
 

活動 

 公益社団法人日本医業経営コンサルタント協会滋賀県支部 副支部長 
公益社団法人滋賀県社会福祉会 副会長 
県立高校 非常勤講師 
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欧
米
の
医
療
・
介
護
に
関
す
る
制
度
概
要

医
療

介
護

医
療

介
護

イ
ギ
リ
ス
○
国
営
の
国
民
保
健
サ
ー
ビ
ス
（
Ｎ
Ｈ
Ｓ
）

と
し
て
原
則
と
し
て
無
料
で
提
供
さ
れ

○
訪
問
看
護
等
の
医
療
サ
ー
ビ
ス
は
、
国
民
保
健

サ
ー
ビ
ス
（
Ｎ
Ｈ
Ｓ
）
と
し
て
、
福
祉
サ
ー
ビ

イ
ギ
リ
ス

と
し
て
、
原
則
と
し
て
無
料
で
提
供
さ
れ

て
い
る
。

サ
ビ
ス
（
Ｎ
Ｈ
Ｓ
）
と
し
て
、
福
祉
サ
ビ

ス
は
、
地
方
自
治
体
を
中
心
に
対
人
社
会
サ
ー

ビ
ス
と
し
て
、
税
方
式
で
提
供
さ
れ
て
い
る
。

ド
イ
ツ

○
非
営
利
組
合
の
疾
病
金
庫
が
運
営
主
体
と

な
っ
て
い
る

○
原
則
、
全
国
民
が
被
保
険
者
と
し
て
強
制
加
入
。

○
要
介
護
度
（
Ⅰ
～
Ⅲ
）
お
よ
び
介
護
給
付
の
決

定
は
、
メ
デ
ィ
カ
ル
サ
ー
ビ
ス
（
Ｍ
Ｄ
Ｋ
）
の

審
金

定
な
っ
て
い
る
。

審
査
を
経
て
、
介
護
金
庫
が
決
定
す
る
。

○
現
物
給
付
と
現
金
給
付
が
あ
る
。

○
職
域
ご
と
に
強
制
加
入
の
多
数
の
制
度
が

フ
ラ
ン
ス

○
職
域

強
制
加
入
多
数
制
度

あ
り
、
国
民
は
い
ず
れ
か
の
医
療
保
険
制

度
に
加
入
す
る
。

○
低
所
得
者
の
自
己
負
担
金
を
肩
代
わ
り
を

○
税
方
式
を
採
用
。
要
介
護
度
に
応
じ
て
給
付
額
、

利
用
者
負
担
額
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。

す
る
普
遍
的
医
療
給
付
制
度
が
あ
る
。

○
民
間
医
療
保
険
を
中
心
に
行
わ
れ
て
い
る
。
○
メ
デ
ケ
ア
や
メ
デ
ケ
イ
ド
以
外
で

公
的

ア
メ
リ
カ

○
民
間
医
療
保
険
を
中
心
に
行
わ
れ
て
い
る
。

○
公
的
な
医
療
保
険
の
対
象
は
、
高
齢
者
、

障
害
者
、
低
所
得
者
等
に
限
定

（
高
齢
者
等
は
メ
デ
ィ
ケ
ア
、
低
所
得
者
等

○
メ
デ
ィ
ケ
ア
や
メ
デ
ィ
ケ
イ
ド
以
外
で
、
公
的

な
在
宅
サ
ー
ビ
ス
は
生
活
保
護
受
給
者
が
対
象
。

一
般
の
利
用
者
は
、
市
場
価
格
で
サ
ー
ビ
ス
を

購
入
す
る

（
高
齢
者
等
メ
デ
ィ
ケ
、
低
所
得
者
等

は
メ
デ
ィ
ケ
イ
ド
）

購
入
す
る
。
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`
�
Ｎ
Ｈ
Ｓ
プ
ラ
ン
-1
0か
年
計
画
-公
表

20
03
年
:コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ケ
ア
法
成
立

年
健
康
と
社
会
福
祉
法

�
�

20
08
年
:健
康
と
社
会
福
祉
法

20
08

�
�

N
_

\
_

`
75

75
�
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�
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20
10

`
�
Ｎ
Ｈ
Ｓ
白
書
公
表

「
公
正
性
と
卓
越
性
－
Ｎ
Ｈ
Ｓ
の
自
由
化
」

公
正
性
と
卓
越
性

Ｎ
Ｈ
Ｓ
の
自
由
化
」

20
11

`
�
医
療
及
び
介
護
法
案
提
出

※
ú

"
�
y
»
ò
c
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キ
ャ
メ
ロ
ン
現
政
権
の
Ｎ
Ｈ
Ｓ
改
革
プ
ラ
ン
：
２
０
１
０
年
７
月
Ｎ
Ｈ
Ｓ
白
書

公
正
性
と
卓
越
性
Ｎ
Ｈ
Ｓ
の
自
由
化

公
正
性
と
卓
越
性
－
Ｎ
Ｈ
Ｓ
の
自
由
化

○
改
革
の
目
的
：

Ｎ
Ｈ
Ｓ
の
中
央
統
制
を
緩
和
し
、

地
域
一
般
家
庭
医
協
議
会
に
医
療
事
務
を
委
ね
、

患
者
の
選
択
の
余
地
を
拡
大
す
る
。

１
．
患
者
の
選
択
枠
を
増
や
す
。

患
者

選
択
枠
を
増
や
す
。

患
者
は
必
要
な
情
報
に
ア
ク
セ
ス
し
、

自
分
で
健
康
管
理
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

２
．
結
果
に
よ
る
支
払
（
Pa
ym
en
t
by
Re
su
lt
s)
を
徹
底
し
、

２
．
結
果
に
よ
る
支
払
（
Pa
ym
en
t 
by
 R
es
ul
ts
)を
徹
底
し
、

透
明
で
安
定
し
た
仕
組
み
を
作
る

３
．
地
域
の
役
割
を
拡
大
す
る
。

自
治
体
は
医
療
・
介
護
を
つ
な
ぐ
役
目
と
な
る

自
治
体
は
医
療
・
介
護
を
つ
な
ぐ
役
目
と
な
る

４
．
予
算
の
権
限
を
、
家
庭
医
（
GP
：
Ge
ne
ra
l 
Pr
ac
ti
ti
on
er
）

を
中
心
と
し
た
地
域
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
に
80
％
渡
し
、
Ｎ
Ｈ
Ｓ

と
民
間
医
療
を
競
争
さ
せ
る

（
20
12
年
か
ら
）

と
民
間
医
療
を
競
争
さ
せ
る
。
（
20
12
年
か
ら
）

５
．
Ｎ
Ｈ
Ｓ
官
僚
政
治
を
や
め
さ
せ
る
。

20
14
年
ま
で
に
20
0億
ポ
ン
ド
節
約
す
る
。

管管
理
コ
ス
ト
は
45
％
カ
ッ
ト
す
る
。

６
．
保
健
省
の
機
能
と
組
織
を
減
ら
す
。

存
在
す
る
必
要
の
な
い
特
殊
法
人
を
減
ら
す
。

※
こ
の
白
書
で
は
、
公
約
の
多
く
は
、
主
要
な
法
律
を
必
要
と
し
て
い
る
。

議
会
の
承
認
を
受
け
る
。

（
出
所
：
De
pa
rt
me
nt
 o
f 
He
al
th
 (
20
10
) 
Eq
ui
ty
 a
nd
 e
xc
el
le
nc
e:
 L
ib
er
at
in
g 
th
e 
NH
S）
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（
出
所
：
現
地
資
料
よ
り
）
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の
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護
教
育
の
概
要

看
護
学
校
：
看
護
師
の
卒
前
教
育
は
３
年
間

看
護
学
校
：
看
護
師
の
卒
前
教
育
は
３
年
間

○
１
年
目
：
基
礎
教
育

○
２
年
目
以
降
：
４
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の
ブ
ラ
ン
チ

①
成
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評
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①
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③
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神
保
健
コ
ー
ス
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lth
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rs
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※
授
業
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間
の
半
分
は
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践
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育

③
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国
家
試
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な
し

卒
業
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、
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録
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れ
ば
自
動
的
に
→
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録
看
護
師
（
Re
gi
st
er
ed
  
Nu
rs
e 
）

※
重
複
登
録
→
助
産
師
登
録
、
公
衆
衛
生
看
護
登
録

・
Di
pl
om
a
・
Ba
ch
el
or

(D
eg
re
e)

３
年
毎
の
登
録
更
新
制

最
低
5日
間
or
35
時
間
の
継
続
教
育

学
校
看
護
師
、
産
業
看
護
師
、
家
族
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師
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科
専
門
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護
師
な
ど

大
学
院
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続
的
専
門
化
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l 
De
ve
lo
pm
en
t 
: 
CP
D 
)
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門
看
護
師

看
護
コ
ン
サ
ル
タ
ン
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看
護
・
助
産
評
議
会
（
(N
MC
) 
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e 
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& 
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l 
）

に
よ
っ
て
管
理
→
NM
Cは
英
国
の
看
護
登
録
委
員
会
。
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１
）
看
護
師
，
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，
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の
資
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、
２
）
教
育
・
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ル
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実
践
お
よ
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行
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の
規
範
規
定
、
３
）
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護
師
・
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産
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・
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健
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へ
の
助
言
、
４
）
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法
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為
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に
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る
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不
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の
申
立
て
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応
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